
廃
棄
物
処
理
施
設
技
術
管

理
協
会

（川
崎
市
川
崎
区
、

寺
嶋
均
会
長
、
０
４
４

・
２

８
８

・
２
４
５
６
）
は
、
廃

棄
物
処
理
施
設
の
技
術
管
理

者
向
け
の
教
育
制
度
を
１０
月

に
も
始
め
る
。
廃
棄
物
処
理

技
術
の
高
度
化
な
ど
に
対
応

し
、
最
新
知
識
の
取
得
や
維

持
管
理
技
術
の
維
持

・
向
上

を
後
押
し
す
る
。
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
受
講
状
況
を
認
定

す
る
仕
組
み
を
設
け
、
技
術

管
理
者
に
よ
る
継
続
的
な
学

習
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
促
し

て
い
く
。

対
象
と
な
る
の
は
廃
棄
物

処
理
施
設
へ
の
配
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
技
術
管
理

者
の
有
資
格
者
。
導
入
す
る

「継
続
学
習

（Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
シ

ス
テ
ム
」
で
は
、
ま
ず
同
協

会
に
登
録
し
た
技
術
管
理
者

ら
が
学
習
者
と
し
て
登
録
を

申
請
。
同
協
会
な
ど
に
よ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
適
切

な
も
の
を
選
ん
で
受
講
す

る
ρ学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
倫

理
や
工
学
基
礎
を
学
ぶ
基
礎

共
通
分
野
、
関
係
法
令
や
廃

棄
物
処
理
施
設
の
基
本
計
画

な
ど
を
習
得
す
る
専
門
技
術

分
野
で
構
成
。
こ
れ
ら
の
分

野
の
知
識
に
つ
い
て
学
習
者

は
、
講
習
会
や
研
修
会
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
通
じ
て

習
得
し
、
能
力
の
維
持

。
拡

充
に
努
め
る
。

さ
ら
に
学
習
時
間
や
件
数

な
ど
に
応
じ
て
Ｃ
Ｐ
Ｄ
単
位

を
算
定
し
、
学
習
者
に
付
与

す
る
。
１
年
間
で
２０
単
位
以

上
の
取
得
を
求
め
る
。
技
術

レ
ベ
ル
の
向
上
を
後
押
し
す

る
た
め
、
取
得
し
た
単
位
数

に
応
じ
て
上
位
か
ら
下
位
ま

で
３
段
階
程
度
に
ラ
ン
ク
分

け
し
、
１
、
２
年
後
に
称
号

を
付
与
す
る
計
画
。

同
協
会
は
、
学
習
制
度
へ

の
参
加
者
を
初
年
度
１
０
０

東

カ

ヌ
３
。
‐

％

増

瘍

東
京
ガ
ス
の
８
月
の
ガ
ス

販
売
量
は
１０
億
７
１
５
７
万

立
方
婿

全
副
年
同
月
比
３

・

９
％
増
）
で
２
カ
月
連
続
の

プ
ラ
ス
と
な

っ
た
。
８
月
と

し
て
は
過
去
２
番
目
の
水
準

だ

っ
た
。

工
業
用
で
発
電
需
要
が
引

き
続
き
堅
調
な
う
え
、
家
庭

用
が
検
針
日
の
関
係
で
使
用

日
数
が
前
年
比
２
日
弱
多
く

な

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
平
均

気
温
が
昨
年
よ
り
高
く
、
給

湯
需
要
が
減

っ
た
も
の
の
、

業
務
用
で
空
調
用
が
若
千
伸

び
た
。

旦
体

的
に
は
、
工
業
用
が

同
５

・
９
％
増
で
３
カ
月
連

続
、
ア
庭
用
が
同
６

・
３
％

増
で
２
カ
月
連
続
、
業
務
用

が
同
０

。
９
％
増
で
３
カ
月

ぶ
り
に
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ス
と

な

っ
た
。
卸
供
給
は
同
０

・

６
％
増
だ

っ
た
。

口
留
ナ
フ
α
８
月
α
丈
フ

販
売
量
は
前
年
同
月
比
１

・

０
％
減
の
６
７
９
６
万
立
方

肝
で
２
カ
月
ぶ
り
に
前
年
同

月
比
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
。

家
庭
用
は
７
月
の
気
温
が

低
め
に
推
移
し
た
た
め
給
湯

需
要
が
増
加
し
て
同
０

・
２

％
増
の
１
１
７
２
万
立
方
肝

で
２
カ
月
連
続
の
プ
ラ
ス
。

一
方
で
業
務
用
は
工
場
の
稼

働
減
少
や
省
エ
ネ
推
進
に
よ

る
空
調
需
要
減
で
同
１

・
６

％
減
の
４
８
２
５
万
立
方
房

(第 3種郵便物認可 )

コ
ス
ト
４３０
万
円
・Ｃ
０
２
‐５‐

ント
減

日
信
工
業
上
田
工
場
は
、

溶
か
し
た
高
温
の
ア
ル
ミ

ニ

ウ
ム
を
生
産
ラ
イ
ン
で
保
持

す
る
電
気
炉
に
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
技
術
を
導
入
し
た
。
そ
の

結
果
、
消
費
電
力
量
を
３５
％

削
減
、　
一
基
当
た
り
年
間
約

３６
万
円
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
削
減
と
同
１４

ント
の
二
酸
化

炭
素

（
Ｃ
０
２
）
削
減
を
達

成
。
技
術
導
入
し
た
１１
基
合

計
の
工
ネヽ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削

減
額
．は
年
間
約
４
０
０
万

円
、
Ｃ
０
２
削
減
量
は
同
１

５
０

ン
ト
に
な
る
と
い
う
。
清

水
建
詞
執
行
役
員
上
田
工
場

長
は
■
ク
リ
ー
ン
化
や
職
場

環
境
の
改
善
に
も
役
立

っ
て

い
る
」
と
し
、
ほ
か
の
炉
や

工
場
に
も
取
り
組
み
を
広
げ

て
い
る
。

日
信
工
業
は
ア
ル
ミ
鋳
造

技
術
を
生
か
し
て
自
動
車
や

２
輪
車
の
ブ
レ
ー
キ
部
品
な

ど
を
製
造
。
本
社
の
あ
る
上

田
工
場
の
鋳
造
部
門
は
４
輪

ブ
レ
ー
キ
の
マ
ス
タ
ー
シ
リ

ン
ダ
ー
や
車
輪
ロ
ッ
ク
防
止

装
置

（
Ａ
Ｂ
Ｓ
）
の
ボ
デ
ィ

ー
な
ど
を
手
が
け
、
生
産
量

は
月
１
０
０

ント
に
上
る
。

省
エ
ネ
技
術
を
導
入
し
た

ア
ル
ミ
溶
湯
保
持
炉
は
、
溶

解
炉
で
地
金
を
溶
か
し
た
ア

ル
ミ
を
電
気
セ
ー
タ
ー
で
加

熱
し
高
温
を
保
っ
た
ま
ま
生

産
ラ
イ
ン
で
保
持
す
る
。
鋳

造
す
る
時
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
保

持
炉
か
ら
ア
ル
ミ
を
く
み
出

し
て
金
型
に
給
湯
。
製
造

一

課
鋳
造
係
の
関
伸
夫
上
席
主

幹
は

「炉
か
ら
の
放
熱
量
を

低
減
さ
せ
れ
ば
高
い
省
エ
ネ

材
を
炉
の
外
壁
の
耐
火
レ
ン

ガ
の
間
に
２
層
施
工
す
る
こ

と
で
放
熱
を
抑
制
。
炉
内
の

ア
ル
ミ
の
温
度
を
保
つ
た
め

の
ヒ
ー
タ
ー
の
断
面
形
状

も
、
帯
形
か
ら
円
形
状
に
変

更
し
て
熱
効
率
を
高
め
た
。

炉
自
体
の
製
造
を
手
が
け

た
信
越
モ
ー
レ
ッ
ク
ス

（長

野
県
上
国
市
）
が
、
日
信
工
業

と
連
携
し
て
技
術
の
導
入
を

支
援
。
伊
藤
典
夫
信
越
モ
ー

レ
ッ
ク
ス
社
長
は

「炉
を
加

熱
す
る
ヒ
ー
タ
ー
の
材
質
を

鉄
ク
ロ
ム
結
晶
合
金
か
ら
フ

ェ
ラ
イ
ト
系
素
材
に
変
更
し

た
こ
と
で
耐
久
性
も
高
ま
っ

た
」と
話
す
。

一
連
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
従
来
は

一
基

一
日
当
た

り
４
２
０

ロ
キ
喝
時
の
消
費
電

力
量
を
同
２
７
０

ロ
キ
ロ
ッ時
ま

で
削
減
。
上
国
工
場
に
は
１７

基
の
電
気
保
持
炉
が
あ
り
、

関
上
席
主
幹
は

「残
り
の
炉

も
断
熱
材
の
施
工
や
ヒ
ー
タ

ー
の
変
更
な
ど

一
部
は
対
応

済
み
。
ま
た
直
江
津
工
場

（新
潟
県
上
越
市
）
で
も
８

基
が
改
修
済
み
。
さ
ら
に
取

り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
強
調
す
る
。

（
長
野
支
局
長

・
天
野
博

光
）

ア
ル
ミ
溶
湯
保
持
炉

放
熱
量
抑
制
に
工
夫

省
エ
ネ
技
術
を
導
入
し
た
日

信
工
業
の
ア
ル
ミ
溶
湯
保
持

炉効
果
が
得
ら
れ
る
」
と
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
省
エ
ネ
技
術
を

取
り
入
れ
た
。

ま
ず
炉
の
上
部
に
ふ
た
を

付
け
、
ア
ル
ミ
を
く
み
出
す

時
だ
け
開
く
よ
う
に
し
た
。

ふ
た
を
開
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ

も
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
作
に
合
わ

せ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
、

効
率
的
な
開
閉
を
実
現
。
ア

ル
ミ
を
ぐ
み
出
す
ロ
ボ
ツ
ト

が
変
わ

っ
た
こ
と
に
よ
り
炉

の
上
部
の
開
口
面
積
が
小
さ

く′
で
き
た
こ
と
も
、
炉
か
ら

の
放
熱
抑
制
に
貢
献
し
た
。

さ
ら
に
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
フ

ァ
イ
バ
ー
製
の
高
効
率
断
熱

▽
所
在
地
――
長
野
県
上
国
市
国
分
８
４
０
▽
事
業
内

容
＝
４
輪
車
お
よ
び
２
輪
車
向
け
ブ
レ
ー
キ
装
置
お

よ
び
ア
ル
ミ
製
品
な
ど
の
開
発
・製
造
・販
売
▽
年
間

エ
ネ
ル
ギ
ト
使
用
量
＝
４
９
０
０

ロ
キ
拐
（原
油
換
算
、

１１
年
度
）
▽
年
間
Ｃ
０
２
排
出
量
＝
９
３
０
０

ント

に
Ｆ
Ｃ

ｏ
７
２
埋
Ｃ
７
９
９

万
立
方
肝
だ

っ
た
。

東
邦
ガ
ス
２
．
‐
％
減

東
邦
ガ
ス
の
８
月
の
ガ
ス

販
売
量
は
前
年
同
月
比
２

・

１
％
減
の
３
億
１４
万
８
０
０

０
立
方
ン
で
２
カ
月
ぶ
り
に

減
少
し
た
。
既
存
顧
客
の
設

備
稼
働
率
が
低
下
し
た
影
響

で
、
工
業
用
が
同
２

・
４
％

減
、
商
業
用
が
同
１

・
２
％

減
だ

っ
た
。

気
温
が
前
年
よ
り
高
か

っ

た
影
響
で
、
家
庭
用
は
給
湯

需
要
が
減
少
し
同
１

・
２
％

減
と
な

っ
た

一
方
、
公
用

・

医
療
用
は
空
調
需
要
が
増
え

て
同
１

・
１
％
増
と
３
カ
月

ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
。

ガ

ソ
リ

ン
価
格

２
週
連
続
５０
銭
高

み
ず
ほ
総
合
研
究
所
が
２０

日
発
表
し
た
石
油
製
品
小
売

り
市
況
調
査
に
よ
る
と
、
１８

日
時
点
で
の
レ
ギ

ュ
ラ
ー
ガ

ソ
リ
ン
ー
鰐
当
た
り
の
全
国

平
均
小
売
価
格
は
、
前
週
比

５０
銭
高
い
１
４
８
円
７０
銭
だ

っ
た
。
値
上
げ
は
６
週
連

続
。
上
げ
幅
は
２
週
続
け
て

５０
銭
と
小
幅
な
動
き
と
な

っ

た
。
都
道
府
県
別
で
は
４．
都

府
県
で
値
上
が
り
、
４
道
県

で
値
下
が
り
、
２
県
で
横
ば

い
。
今
後
の
値
動
き
に
つ
い

て
み
ず
ほ
総
研
で
は
、
指
標

と
な
る
原
油
価
格
の
動
き
が


